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I; なかよ幼;げか如 ^ Mi 


このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにあ0びとラございます。 


♦ご慎用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してくだをい。 

この「取扱説明書」は、保証書と共 
に大切にお管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場台は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 




♦を全のために必ずお守りください . 1〜3 

♦使用ずる場所 . 4 
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給油のしかた . 7 

♦使いかた 

点火のしかた . 8 

炎の調節のしかた . 9 
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対震自動消火装置 . 10 
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♦故障.質常の見分けかたと処置方法 . 12 

♦卽品交換のしかた . 13 

♦お管（長期間使用しない場合） . 14 
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女壬のにのに必ずおザにでい 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいた 
だくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかにをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 

A 口、1 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
公\に I 巧、 UWM じこロノ たは火災の危陵び善し迫って生じることび想定される内容を示してしほす。 


A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性が想定される内容をちしています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表をを無視して、誤ったお扱いをずると、人び傷害を負5可能性や物的損 
害の発生が想定される内容を示していまず。 


お守りいただく巧容を、巧の給表示で区分しています。 


0(§)0® 

この絵表示は、 r 禁止 J さ 
れている内容です。 

〇 

© 

この絵表示は、必ずして 
いただく r 指示 J 内容でず。 



この絵表示は、「を意」して 
いただ < 内容です。 


I 


♦説明で中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお 
使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 (DANGER) 


「★ガソリン使巧禁止 1 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
少置の混入でを、火災の原因になります。 






A 警告 (WARNING) 


広換気蝴 

•換気せずに使巧しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発まして中養になるおそれびあります。 
•使用中は必ず1時間に！〜2回〇〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


甘 r ス プレー宙厳禁 1 

'一吿やカセットこんろ用ボン/ 
5の圧力び上びり、爆発し、巧 


女力一•テン、可燃物近接厳禁 


スフレー巧やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で宙の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



カーテンや燃えやすいをののそばなどでは、使用しないでくださし、。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 



0 


[ ir 巧類の乾燥厳? 


な類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストープの熱気でゆれて落下し、乂災の原因になります。 



0 


寝るとを消火 


寝るとさやか出するとさは、必ず消乂し、乂び消えていることを確認してください< 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 


給油時消火3 


給油は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びつてからおこなってくださ IA 
火災の原因になります。 


傷 



/ 口八 

〇 


可燃性ガス使 巧 厳禁 I 

ストーブを使巧している部屋で、可燃性ガスび発生するをの（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）や、スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 



/け八 

0 


使用禁止 


女やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ 
ります。 



0 





















A 警告 (WARNING) 


女油漏れ危険 

• 給油□□金は躍実に締めて<ださい。 

給;'由ロロ金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

給油口□金を第!めに締めたりすると、簡単に給油ロロ金びはずれて、火災の原因にな0ます。 
•ミ由タンクから油び漏れる状態では絶巧に使用しないでください。火災の原因になります。 



A ま意に AUTION) 


I ★居室内給油 禁止 I 

給油は、必ず义の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれびあ0ます。 

麻 視宙輔 

変質'な油（持ち越したな油など）、不純巧油（丹油料外の油-水-ごみび混入した巧油など）を使用しな 
し、でくださし、。 

異常燃焼や故障（しんび下がらない、点火でさない、火び消えない）の原因にな D ます。_ 

「去廊焼 中 移動禁圧1 碌 

火のついたまま持ち運ばないでくだごい。 

やけどのおそれびあります。また、乾倒すると火災になるおそれびあります。 

^移動^ }るとをのミ丢意 I 

•ストーブを移動する攝合は、必ず消火し、ストーブの温度び巧分に下びってか!5、油タンクをおり出 
し、愼けないよラに静かに移動して<ださい。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電ミ也を取りはずして、油タン 
クをお D 出し、油受けざ6の灯油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に I 灯油びこぼれて、周囲をミちすおそれがあります。 


良:異常時-便届察面 


におい、すすの発生、炎の色など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでください。 
緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消义してください。 


織 


r ★燃焼筒のガラス 割れ使 用禁止"！ 

燃焼筒のが筒（ガラス）び巧けた0、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあ0ます。 

去正愚 i 焼の濯 i 賢 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上がりずぎたり、燃焼筒びずれていると、すすが出て異常燃焼を起こして危険です。 

「★富温郭疫涵 禁止1 

燃焼中や消火直機は、高温部、天板（ストープの上面）やガードに手など;をれないよラ 
ミ主意してぐださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 ピ^^ 

「★ふく射親た長時間あた日ない] 

ストーブの間近で&く射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそ 6 ^'"' 
れびあ D ます。 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なちや病気の方などの暖房口お5分に;ま意してください。 

★ほこ0の除丟 

反射板、置台、製品内部のほこ0をときどき除去してください。 

前板の下から燃焼巧空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにま意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。 

r ★対震自動消火装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回臥上、対震自動消火装置を作動させて跑実に消乂ずることを確か 
めてください。 

確実に消火しないとをは使用しないで、すぐに修理してください。 


を 

0 

禁止 

0 

禁止 

指示 

0 

使用禁止 

0 

使用禁止 

_確認^ 

(S) 

接角ち禁止 

怎 

やけどま意 

% 

指示 

〇 
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A 注意 (CAUTION) 



しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するお 
それびあ0ます。 


故障、破損したら使用しないでくだごい。 

ストーブは絶対にな造して使用しないで<ださい。 
不完全な修理や改造は危険です。 


市販の峭媒や脱臭 フイ ルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 
異常燃焼や乂义の原因になります。 


★おモ様やお年蓄りのご使用にミち意 


お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ストーブのお巧い、部屋の換気、高温部へ 
の接軸によるやけど、低温やけどや脱が症などについて周囲の人び充分に注意してくだごい。 


I 女保管時に していた だくこと ] 

• 長期間使用しないとき及は保管するときは、必ず0油を抜いて、輩池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

乂災のおそれびあります。 

• しんの手入れ（か5焼きクリーニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでくださし、。 

火災のおそれびあ0ます。 


み廃棄ずをとを 1 

ストーブを廃棄処分するとをは、おず油タンク、油受けざ5巧の:!:了油を抜を取り、電池ケースから乾電 
池を取りはずしてくだごい。 （14 ぺージ参照） 

灯独や乾雲池び入つたまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあ0ます。 


fr ; 夕の 場所では懊用しな 

乂災や予想でをない事故や故障の原因にな D ます。 


(骑のあた章璋巧、郎塵 の出入口 、屋對） 

•風のあたる場巧や屋外なま使用しないでく使用禁止 
ださい。炎び出てを険です。掃除機の排気 ' 

び当たらないよラ注意してください。 

• 部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつ 
まずく場所で使用すると、転倒して事故や火災び起き 
るおそれびあ0ます。 

(不巧定な 物を技居た棚などの 下） 

• 落下物によ0火災が起さるおそれがあります。 

(直射日 光のあ忘吝場 雨 r 惠最ち青只 福扉） 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクの灯油があみれ出て火がのおそれびあります。 

( 可燃性ガスの窠圭ずる場所、またはたまる場所） 


水平でない場所、不を定な場所 


• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで 
くださし、。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあ0ます。 

• しつかりしたじようぶな床面で使用してくだごい。 

• 移動車両の中や、不を定な台の上で使巧しないで<ださ 
し、。転落したり、乂がになるおそれびお0ます。 

( 暖炉などス トーブが 画われる 場戸を 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方をしな 
いで < ださい。 

义災の原因にな0ます。 

(1 まこりや爾気ををな療扉） 

• 粉類や繊維を取扱う場所や遍室-養鶏攝など、塵やほこ 
りの多い場所では使用しないでください。 

燃焼用空気（酸素）を取り入れる箇所び目づまりが態に 
なり、異常燃焼を起こすおそれびあります。 


• 爆発や火災の原因にな0ます。 

ca . 美容 院、ク U — ニング店などスプレ-や化を霞品を樓ぅ場祈 ) 

•化学藥品がス!-ーブの熱で変化し、器具の故障や、願 
食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因となります。 


飼育室など人のいない場所 


♦ 


• 使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれび 
あ0ます。 


I ★可燃物(木壁、合板、ふずまなど）との距離を離ず 

ストーブから可燃物との距離は、右図の指定拟上の距離を保つよ〇 
にしてください。 

ス I -ーブ上方の棚などとの距離は必ず1 mliLh あけてください。 
•上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

• カーテンなどびストーブにみれないよラにしてください。 

• 家具などからはち図の指定 iU 上の距離をとって < ださい。 

(熱で変形や変色、自然発义することびあります。） 


♦ 







使用ずる場所 


r ★効果的に懐用ずるた反に] 

• 外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入って < る場所にス I -ーブを置くと、冷気がス1ブで 
暖められて上昇巧流しますので、お部屋の湿度のムラびかなくな0、劾果的な暖房びできます。 
(ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かなしでくださし。 
• お部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、お部屋の温度のムラびよ D みなくな0、 
効果的に暖房びできます。（このとをストーブには直接風をあてないでください。） 



を部のなまえ 



構造図 


点火 装置 カバー 
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(ガラス） 



燃焼筒 pis 
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油タンク 
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U 油量計 


ガイドピン 


外筒 
(ガラス） 


燃焼筒 



管給油□口金 


しん調節器 
パツキン 



燃焼筒つまみ 



しん案内筒 I 対震自動ミ肖装置 

\ 

油受けざ5 


© 


油受け 


給油サイン 


[RS-D2 白 5 〕 


感震部 


八ンドルジク> 


レンケツバン 





















便用前の準備 


ストーブを取り出す 


1 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになっ 

たラえで、包装箱から包装ネオを取り除さ、製品を傷 
付けなしうに取り出してくださし、。 

/-お願い- N 

包装ネオは可燃物でずか6、おず取り除いてくださし、。 

V ノ 


2 ガ—ドのも下ずみを少し持ち上げて手前に引き、乃 
ードを開けて < ださい。 


3 燃焼筒を納めている包装巧を取り除き、燃焼筒を巧 
0出して < ださし、。 

•包装材の巧に指を入れ、内側におり曲げてある部 
分（凹部）を引さ出し、包装材を下へ下げて、燃焼 
筒を取り出してくださし、。 





包装な 
(タンボール） 


I 



反射お固定用のテープを取りはずしてくだごし、。 


® 燃料はなミ苗 （ J 旧1号な油）をおず使用してください。 
® 変費灯油、不純灯油は絶対に使用しないでください。 



•誤つてガソ U ンなどの燃料を使用したことびねかったとさ 
はあわてずに、緊急消义ボタンを巧して消乂してくださし、。 
•変質丹油(持ち越した丹油など)、不純 I 灯油(巧油列•の油.水. 
ごみび混入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼やが障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


ホ I 油とガ ソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます ' 
(乂の気のな い巧でおこなって<ださい。)_ 

〇な油 r X ガソリン 


(§) 灯油の保管のしかた 
•巧油は必ず火気、雨水、ごみ、高温および直射 
日光を避けた場巧に保管してくだごい。 

• 巧油の容器は専用のきれいな容器を 
使用してください。また巧油容器は 
必ず J に認定品で色つさの打油専用 ^ 

容器を使用してください。 

• 打油の容器内の巧油び少ないと適度変化に P - l-i 。 

よ0結露して水びたまることびあ0ます。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管し 
ないでください。 - i -^ 

•お子様の手のとどかない所に保管してくださし、。 


C 変質灯油とは^ 

•ちい巧油。（ひと夏持ち越した打油） 
•長期間、日光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した巧油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白を 
の容器で保管した打油は変質しやすし、。 
•変質のひどいをのは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

•変質を巧ぐためな油は型シーズンに持 
ち越さないよラにしてくだごい。 


0 


乂気厳禁 


齋れたままです。 


ずぐに乾し、てしまし、ます< 


良い保管 悪い保管_ 

直射日光、雨水び当たらず、直射日光、雨水の当たるベ 
乂気のない冷暗巧へ保管ランダなど、室がの保售 


古いな曲は 
.巧わないで, 


A 口 J 


0 

.使用禁止 





C 不純な油とは） 

•な油拟がの油（ガソ U ン、シンナー、天 
ぷら油、機械油、重油など）びほんのか 
しでち混入した灯油。 

• 水やごみび混入した巧油。 r \ 


' な油 W かの \ 
巧、水、ごみを 
入: n ないでノ 


0 

禁止 

0 

使用禁止 















燃焼筒をセツトずる 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセツトしてくだご 
い。 5^ 

iM 


乾電池を取り付ける 


•乾電池は別売です。 

• 市販の単一形乾電池 （2 個）を購入の上、本体後側の電池 
ケースに、 ©0 を正しく合わせて入れてください。 


6りり 


2 燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正 
しくセツトされているか確かめてください。 



Q ガードを、ちとの位置に閉じて<ださい C 


•新しい乾電池とちい乾電池、種類の違ラ乾電池を混ぜて 
使用しますと、点义でをなかった0、点火しにくくなっ 
たむ、 液漏れや破裂する原因にな D まず。 

ぐ -お願い- N 

製品の輸送中に生じたが筒(ガラス）の破損、燃焼筒の変 
お、ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べて < ださい。 


変質な油-不純口■ミ由の見分けかた コップに水を 入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら正常。 



かしでを色がついていたら使用しない。 

• 変質打油や不純口油の見分けかた 



はたいへん難しいので、メーカー 

/ ク 

0 

のはつき0しないな油は使用しな 

/ グ 

いでくださレ。 

日い紙-— 1 

使用禁止 

> 


変質なミをや不純な油を使用ずると 


万一•変質なミ由やす純な油を使ったとさの赃置のしかた 


•変質灯油や不純灯油を使用しますと、しんにを 
量のタールびたまり、しんの先端び固くなった 
り、点乂しにくくなったり、しんが上下しにく 
くなったり、炎び大さくならなくなったり、激 
しいにおいびした D します。 

また、消义時にしんび下びらず火び消えなくな 
ります。 

•水の混入したな油を使用しますと、しんび上下 
しにくくなったり、油タンクに灯油び残ってい 
てをがびルさくな D 、 異常燃焼を起こして激し 
いにおいびした0、乂び消えたじします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのび 
混入した好油を使用しますと、火災の原因にな 
0ます。 


4 


油タンクや油受けざら內の悪い灯油を巧さ取 
り、良質の灯油で内部を2〜3回洗浄してから 
良質のな油に入れ替えてくだごい。（悪い'灯油 
び残っていると再発しまず。） 

しんの手入れ （14 ページ参照）を見て、しんの 
先端の固<なっている部分を、ラジオペンチ 
などで軽くつぶしてから、から焼さク U —二 
ングをおこなってください。（かびる量に混入 
した榻合は、しんを取り替えてください。） 

しんの手入れをおこなってを効果のないとき 
や、かび多量にミ昆入している場合は、しんを 
取り碧えてください。 

しんの取誓えは、販売店までお問い合わせく 
ださい。 


-お願し、- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理とな0まず。 




• このストーブには、給油の目安を示す r 給油サイン」びついています。 

ストーブを使用するとをは、とさどさ給油サインを見て、打油があるかどラか禮認し、阿油びなくなる前に給油してくださし、。 

♦油タンクに巧油びあるとさは、 r 給油サイン J の色は「緑」ですび、灯油び少なくなると 
「赤」に変ねりまず。 

• 「給油サイン」の色び r 赤」にな D ましたら、消乂して給油してください。 ..が. 


_ p を お巧サイン 

—…飞 同 


0油がかな<なるとホ 
色に変わりまず。 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油□口 
金を、左「〇」に回して取り 
はずして < ださし、 


こぼれまお 

\み1 




2 油 量 計を見なが 5 給油する。 っ一こて^ II II 

•市販の給油ポンプの先端をジャバラの手前まで差し込んで、油量計を見ながら 
給油してください。（ホースび抜けないよラにま意しながら給油してください。） 
• I な油は、油量計のほぼ上部（ち図の如給油位置）まで給油してくださし、。 

入れ過ぎますと、あ&れ出ることびあ0ますので巧分にミ主意して<ださい。 

/-お願い-:^ 

•油タンクの中にある「こぼれま栓 J の弁が、給油□の近くまで上がって ィホ占： 
いるとをは、弁を下へ巧し下げてください。 

•油タンクの中にある「こぼれまを」は、給油□口金びはずれたとさに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、おりはずごないで<ださい。 


給油位垣 


.満 S の位面 


給油ロロ金をち「〇」に回して、しっかり締める。 


給油□□を 




•油タンクから油び漏れる状態で使用しないでください。 に^ グ*™ . 

义災のおそれびあります。 A ~ k 0^^] 

•同時に多数の油タンクに給油する場合は、類似している給油□口金び 
ありますので、間違えないよラにしてください。 Y*T 

ミ由び出なくなったり、故障の原因になります。 fRqnP ^ r ^ npqRl ^^ n^i 

•巧油容器のふたも、しっかり締めておいてください。 tBS - D 235 ’ FiS-D の M ぶ a □を] 

4こぼれたな油はよくふを取る。 ィ 

•こぼれた巧油は必ずされいにふを取ってください。危険ですし、1 ifnb 
燃焼中に臭気を発生する原因にわなります。 1 \ 

5油タンクをセットずる。 I 1/ 

•油タンクを、本体に正しく、ゆっくりとセットしてください。 二; 

-お願い--- 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を读用ずる場含 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付)のなかには、「こぼれまを」と干渉して、次のよラな不具合が態になり、 
正しく給油でさないちのびあります。 

〔不具合〕1スイッチを入れると、すぐに停止してしまラ。 

(化置） •油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 

•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。灯油びあふれてしまう。 

(姐置） •ポンプの取扱説明書にしたがって、固定具の位置を調舊する。 

•上記の処置をしても正しく撤由でをなし膺合は、直ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプなど）を使用 
して、正し<給油してください。 


給油ロロ金は確実に締めてくださし、。給ミ由ロロ金を下 

A 香 g とヒ にして、ミ由漏れびないことを確かめてください。 

胃 C 1 給油ロロ金を斜めに締めたりずると、簡単に給油□口 

金びはずれ、义おの原因にな0ます。 確 


給油のしかた 


.にな JBUV ソザリ巧 








便いびた 


.点火前の確認 


滅^!^溫識 S 職 てください。 難 ぁ 贈麵 ぁ。ます。 


燃焼筒のセツトを確認ずる 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器 
にセツトされているかどうか、燃焼筒つまみを左右に2〜 
3回動かして' スムースに動くことを確認して<だホい。 


点乂のしかた 

•初めて制まい(こなるときは、 点乂後 、器具に付着してりるほこりや独む滞け 
るにおいびしますがしばらくお軌ル)ただければにおし、はなくなります。 
•点火をしばらくの間ま、《び安定せず、怖义.ボッ、ボッ J と燃結びします 
び、異常で麻りません。しはらくすると《び安定し、音びしなくなります。 


雲池点义のしかた 


しん謂節つまみを r 燃焼 J のち向 （ 〇 ) にゆっくり止まるまで 
回しますと、巧震自動消火装置は自動的にセットされます。巧震 
自動消火装置びセットできない場合は、一さしん調節つまみを「緊 
急ミ肖义位置 J (消火装置セット)のち向（グ）へ回してください。 


/-お願い- . 

使し、姑めや' しんの交換を、しんの手入れ(かがをきクリ- ニ ング） 
をしたときは、鈴由を巧15分凶上待コて、しんに巧か娜由纖い 
上げられてから点义してください。巧分にのし、上げ5れていなし、が 
態で点义しまずと、点火ヒ-夕-削！さはたりしんを傷めまず。 


しん調節つまみを「1 燃焼」の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを「燃焼」の方向（广 ）） にゆっくり完をに止まるまで回してくだ 
さい（しんび上が0ます)。 

点义ボタンを巧ず。 

•点火ボタンを、ゆっ<0押してください。 

(指を滑らせないよラ注意してくだごい。） 

火が着いたことを6產認する。 

•乂び着いたことを確認した5、手を点火ボタンからはなして<ださい。 

• 火び着しぶ:後も点义ボタンを巧したままですと、点火ヒーターび切れることびあります。 
また、乾醒池の消耗び早くなります。 

点火しにくい場合は 

•点乂ヒーター付近か5、白い煙び出て点乂しないとさは、点乂ボタンをかし戻ずと 
点火しやすくなります。点乂ヒーターのフィラメントを、しんから1〜 1.5 mm 離 
すのび一番点义しやすいところです。 （13 ぺージ参照） 

•点火操作をしたとき' 点义ヒーターの赤熱び不充分で点火しにくい場合は、新しい 
乾電池〔 単一形乾電池2個〕 をご購入のうミ.交換して使用してくださし、。 

(6 ぺージ I 乾匪池を取り付 W 1 を参照） 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているか、しんの上にのっていないかをおず確かめてください。 

燃焼中に燃焼筒つまみをさねるとさは、ガードび高溫になっていますので、指や手 
びガードにふれないよラを意してください。 


電池点义び使えないとき 


しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを「燃焼」のち向（〇)にゆっくり完をに止まるまで回してくだ 
さい（しんび上び0まず)。 

マッチや市販の点乂用ライターで点义ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみを右か左に動かしてから、持ち上げ、マッチや市販 
の点义用ライターなどを使ってしんに火を着けてください。 

• たばこ用のライターで点乂しないでください。 

•マッチで点乂した場合は、マッチの燃えかすを、しん付近や器員巧に落としたり、 
屋台の上に置かないでください。 

事故や乂災の原因になりまず。 

'燃焼筒のセットを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、燃焼筒つまみを左右に2〜3回動かし、燃焼筒び正しく 
しん調節器にセットされているか、しんの上にのっていないかをおず確かめてくださし、_ 
ガードを閉じてください。 

•2 ッチや点义用ライタ_で点义したときは、火び着いたことを確認したら、しん調 
節つまみを少しだけ（点乂した义び消えない程度に）消火のち向に動かしてみて.马 I 
っかかりがなくスム ース にしんび下げられることを確認してからち ラー度 しんを 
上げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに動かないとをは、燃焼筒を持ち上げて、しんを完全に 
下げてから、点乂操作をおめか5やり直してください。 



EE )(()) ぶ狂消火 


:":〇 








使いかた 


炎の調節のしかた ] 

脚倘目阶, 

•がの調節は、しん調節つまみを回しておこないます。 
•しん調節つまみを回してがを調節するとさは、^2 

^ のイラストをよく見て、必ず正常燃焼状態で使用してください。 


正常燃焼のとさの炎の長さは、燃焼筒の上部より約1〜 3 cm です C 


異 


常 


X 


1111111 

臟 


しんの上げすぎ 
(がび大きくのびている） 


すすや一酸化炭素びをく発生ずる 


正 


常 


〇 


1〜3加！ 



正常燃焼 

(炎の長ごび1〜 3 cm ) 


正常燃焼 


異 


常 


—A 


X 

仙1111り"1扯ミ 

化;!! II 丽师 

•■广 

•：•：•：•：：•：•：•：•：• 

m 


しんの下げすぎ 
(燃焼筒び充分に赤熱しない） 


においや一酸化炭素びを<発生する J 


■炎の大ささは上図のように、正常燃焼が態で使用してください。 

•点火後3分程で燃焼筒が慷々にホ熱します。己分程で燃焼筒全体びホ熱します。 

•点火2〜3分後、炎び立上びってをたとき、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回 
動かしますと、炎び早く安定します。 

•がび安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼のげ態に調節してください。 


W け ■ 

けが ItW 



は巧 


乂力を弱 < ずる場合の ミ ま意 


•火力を弱くした場合でち、燃焼筒全体び巧分に赤熱しており、燃焼筒のやに黃火び出ないげ態で使用してください。 
•あまり火力を弱くしすざるとにおいや一酸化炭素びをく発生し、しんに夕ールび付着しやすくなります。 

•がの大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってくることびあります。 
しんをいっぱいに上げても炎び大をくな5ないとさは、14ページ！しんのを入れをする I の項を参照して、しんの手 

入れをしてください。 -^ 

•変質灯油や不純灯油を使用してしまい、しんに夕ールび付着した0、水を含んでしまったとをは、炎び大をくな5ない 


ととをに、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、14ぺージ [U んの手入れをずる I の項を参照して、 
しんの手入れをしてください C 




' 消火のしかた 



K 


通常の消乂の場合 


1しん調節つまみを、「ニオイセーブ消火位置」まで、ゆっくりと回す。 

•しん調節つまみを「消乂」のち向 「 OJ へ「ニオイセープ消义位置_!までゆっくり止まる I 縣削 
まで固してください。（速く回すとにおいび出やすくなります。） 

2消乂を確認ずる。 

• においをみなくずるたゆ、3〜已分括燃焼（炎が一部残る）して消火しまず。 

• しん調節つまみび r ニオイセーブ消义」の位置にあり、火び消えたことを必ず確認して 
くださし、。 


緊急の消乂の場合 


® 緊急消乂ボタンを巧ず。 

•このときは急速に消火させるため、においやすすび発生することびあ0まず。 

しん調節つまみび r 緊急消乂位置」にあ0、乂び消えたことを必ず確認してください。 
•緊急消义ボタンを巧しても、しんが下び6ず消义できない場合は、しん調節つまみを 
回して、しんを下げてください。 

それでをしんが下がらない場合は、ミをタンクを取り出し、义が消えるまで燃やしきってくだごい。 
•時間に余裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯(2〇〇の6程度)の水 
をかけて消火して < ださい。 



が巧 



水をかけるとか蒸気び出たり、ガラスび割れることびあ0ます。あわててヤケドをしないよ 
ラに、手ををはめるか、手にタオルを巻<などしてか5おこなってください。また、あとで 
油受けざら内の水の入った阿油を巧き、しん交換び必要です。 


’しんが下び!3なし順因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることがありまず 
ので、14ぺージ I 保管(長期間使用しない場を) I を参照し、しんの手入れをおこなうか、 
新ししんんに交換してください。 







消火後再点乂ずるとをのミま意 


消火後、納分間脯点义しないで〈ださい。燃採筒びをえないうちにしんを上胸と、をガスび発をし、激しい臭誠でたり、点义しないことり布ります。 


巧震自動消火装置 


•が震自動ミ肖义装置は、ストーブ本体が地震（麗度約51；(上）や強い振動、衝撃を賣けたとき、乂がなどのを険を防ぐた 
めに自動蜘。肖火させるをを裝圍です。 

>地^によつて作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど 
異常びないことを確認した後、再点火してください。 


巧露自動消义装置の取扱い上のミま意 


>通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消火の都度に対震自動消火装置を作動させまずと直 
気か発生します。 

I ストーブを持ち運んだり、ずらした0、掃陈するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火ボタンを巧し 
て巧麗自動消火装置を作動さは、しんを完全に下げてからおこなってください。 — 

•ストーブを長い間使用しないとをは、巧震自動消乂装置を作動させて、しんを完全に下げた状態にしておいてくだホ 
し、セットしたまま放置しますと、巧震自動消义装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•ふをこぼれやすい牛乳.鍋物の煮たさ（保溫）などに、ス I ^ーブを絶巧に使用しないでください。 

>しんに夕ールび巧着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下擦作び重くなり、巧震自動消火装置び作 
動しても消火性能び着しく悪くなり、义災の原因になります。 


点検-手入れ 




点検-手入れのしかた 


京巧:手入れをおこな5とまは1 


’ストーブを消义し、本体の温度び充分に下がってか5おこなってください。 
手をけびしないように手袋をはめておこなってください。 

巧霞自動消义装置の取りはずし、分照はおこなわないでください。 

必ず乾電地を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってくださし、。 


t 巧うたびに] 


点検箇所 


_ 点検 巧宫 _ 

ス I ^ーブ①•ストープの周囲に可燃物や障書物びあ0ませんか。 
周囲_ [火災の原因になりまず]_ 

油こぼれ •油タンク、油賣けざら、置台の表面に、油がこ 
ぶたまり ぼれたり、たまったり、にじんでいませんか。 

巧にじみ [乂災の原因になります] 


油漏れ • 油漏れはあ0まはんか。 

_[火がの原因になります]_ 

巧筒 •欠けたり、 割れたりしていませんか。 

(ガラス） [異常燃焼の原因になります] 


1箇月に1回上 


点検箇戸斤 
ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内筒 
下部） 


__ 点検內容 _ 

’反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 
前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこん 
でいませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 


_ ^置方法 _ 

•常に整理、掃除をし可燃物をストーブの周囲に置 
かないで < ださし、。 


• こぼれたり、たまったり、にじんだ Y 

油はをれいにふを取ってください。に^一 ■ 
•油タンクの給油□□金の、弁部 
などにはさまっているごみなど ご 

を、取り除いてください。_ 

•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買 
上げの販売店に修理を依頼してくださし、。 

•お買上げの販売店に相談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換してくださし、。 


_ §置方巧 _ _ 

113ぺージの r 点义ヒーターの交換のしかた I の1〜4項 
を参照して本体をおりは 
ずし、置台と油受けざら 
の隙間(特にしん案內筒の 
下部)のほこり、ごみなど izi 
を巧り除いてください。 

電気掃除機で吸い取るの 
ち効果的です。 〜 こ 


が震自動 
消火装置 


•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置 
台をゆすると、对震自動消义装置び作動し、そ 
のとをしんび下び0、しん調節つまみび「緊急 
消乂位置」の位置に戻 D ますか。 

[確実に消火することを確認] 


• しん調節つまみび r 緊急消乂位置 J に戻らない場合 
は、しん、感震部の項の点検をしてくださし、。 

I 販売店に修理を依頼してくださし、。 








点傑-手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検箇所 
乾電池 

点 乂 

ヒーター 


燃焼筒 


感震部 


点検内容 処置ちミ去 

獄なつていますか。 tJt 不足の攝合は、新しい乾電池に交換してく 


点义しない、あるいは、点火しにくくありませ 
んか。 

[点火ヒーター.点义ヒーター位置を点検] 


お化づ一 

_ 1 



I 燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび巧着し 
ていませんか。[異常燃焼の原因にな0ます。1 

しんの先端に夕ールが付着して、固<なってい 
ませんか。 

しんにタールが付着していると、巧のような！ 
不具含が発生しまず。 

•消火操作をしてち、しんび下び5ず、消火しなし^ 
•しん調節つまみの操作び重く、スムースに 
でをない。 

•巧袋自動消乂装置び自動でセットされず、 
しんが上びらない。 

• 点乂操作をしてを、点乂しない。 

•燃焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににお 
レびする。 


•感震部にごみの付着 
や鐘はあ0ませんか。 


巧裝自動消义装置び 
正しく作動しません 



■点火ヒーターのフィラメント 八 

び変形している場合は、必ず 
電池ケースから乾電池を抜い >^/// 

でマッチ棒などで、図のよう—1 hf 
に軽く修正してください。 J~^\l 

»点乂ヒーターの位置び悪し 'i 爆合は13ページ l^E 

-夕一位置の調節の しがを1を参照して、調節して 
<ださい。 

•変形びひどいをのや、挪線している場合は13ぺージ 
I 点义ヒーターの交換のし かた 1を参照して、新し 
し、点火ヒーターと交換してください。 

■ブラシなどを使って、燃えかずや、ずすを取り陳 
を、されいに掃除してください。 

■ 夕ールび付着してしぶ場 S ホ、14ぺージ にん矿 
手入れをずる] に従ってしんの手入れをおこなつ 
て < ださい。 


. -お願い- V 

•しんの手入れは、風びあたる場所ではおこな 
ねないでくださし、。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋 
の換気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合 

は、新しいしんに交換してください。 

^- J 

’ごみやほこりは、やわらかい巧できれいに曲き取 
つて <ださい。 

1錯びを量に発生している場合は、お質上げの販売 
店に修理を依頼してください。 


1年に I 回な上 


_点検箇所 
点火装置 


_ 点横 内容 

’点火装置の作動はスムースですか。 
[点火不良の原因にな0ます] 

I 点火扉の閉まりは隙間な < 確実ですか。 
[異常燃焼の原因にな I 


_ ^置方法. _ 

•点火装置に付着したごみやほこ0は、防鐘稻滑剤 
( CRC など）をかけてか6、されいな巧で軽くふさ 
取ってください。 

13ぺージ I 点乂ヒ~夕一の巧換のしかた1 の1項か 
ら4項を参照して本体を ^ 

手入れク: 

•鋪が多いものや、ミちれび 
取れず作動び悪い場合は 
お買上げの販売店に修理 て I 7^^ 

を依頼してください。 一- ン^ I ^ 


定期点検のおすずめ （2 シーズンに1回） 

I 長期間ご使用になりまずと、機器の点検び必要です。2年に 1 回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、また 
は、修理資格者[调）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなう巧術管理講習会修了著(石油 
機器技術管理±)など]のいる店などに点横依頼されることをおすずめしまず。 




給油□□金び間違っている。 


目国 




H 

画 


|F 








IIBIDDDIir 

■I 







■■■国因国日 ■ 

111111111 

HUBS 

IIBIIBIIII 

■III 

■■11 


• この表政かの不具合びあるときは、お買上げの販売店にご相談ください。 


製品内部を掃除する。 
(10 ぺージ参照） 


製品巧部に、ほこり、ごみがたまつ 
ている。 


11ページ 庶义ヒーター I を参照して正 
しく直ず。点乂ヒーターを交換ずる。 

点乂ヒーター位置を正しく直ず。 
(13 ベージ参照） 


点义 ヒーターのフィラメントの おが 
.が正常でない。切れている。 

点义 ヒーターの 位置び悪い。 


シヨー トしないように直す。 
不明のときは販売店に連絡する。 


—卜(短絡）している。 


コードびはずれているとをは正しく差 
し込む。その他は販売店に連絡する。 


点义袋置のコードびはずれている。 


正しく入れ直ず。 

点火装置の点検をする。 

(11 ページ I 点巧養置！参照) 


点义装置の作動びスムースでない。ス 
卜ーブに向かって燃焼筒のち手前方向 
だけ異常に炎び高く上びっている。 


因 


正しく入れていない。 


新しい乾電池に交換ずる。 


乾電池び消拜している。 


給油□□金を正しいをのに取り換え 
る。 （7 ぺージ参照） 


〇 


正常な灯油に交換ずる。 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


な油がかやごみを含んでいる。 


しんにタールびつく原因となるので 
正常なな油に交換ずる。 





〇 


〇 


〇 


な油び変質している。（巧れた油やポリ 
容器で1.年間持ち越したミ由など） 


が筒（ガラス）にひびや割れびある。 


しん調節器の上面にタールがついて 
いないか。又は燃焼筒下部に不揃い 
がないかを調べる。 

外筒（ガラス）を交換する。 






しん調節器と燃焼筒との間にすき間 
がある。 


内炎筒、がが簡が変おしていないか 
を確かめる。 

(勁ミしている場含は販売店に連墙ずる) 






燃焼簡の変お。 


点乂してか6必ず燃焼筒つまみを持 
つてをちに2〜3回動かず。 





燃焼筒びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。または、新し 
いしんと交換ずる。 

ミ由受けざ5、油タンク巧のな油を正 
常な灯油に交換ずる。 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


しんにタールかついている。 


しん調節器か5しんをはずしてよく 
乾燥してからしん調節器に取り付け 
る。油受けざ5巧の水を巧く。 





〇 


〇 


しんに水を含んでいる。及は油受け 
ざら巧に水び入っている。 


しんの局さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


〇 


しんの出がかなし、。 


しんを下げて、がを調節する。 


しんの出過ぎ。 


故幢 • 異苗の兒ガ I 了びにと処置万法-修理を依頼される前に〜 


給油□□を 


点火ヒ—夕— 


乾電池の消耗が激しい 
义の回りが超い 


しん上下の操作び重い 


■I 


しんが下びらない 


炎かかたよる 


においびずる 


消义しない.しに <s 


赤义や、ずずが出て燃える 


巧び大さくな5ない•消えてしまラ 0 


故障•異常箇所 


































































旨じ品交陕のしびに 


•誓えしん、外筒（ガラス）、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の 1 お客様ホ目談窓□—費 I までお問い合わせください。 


/ 

A ま意 

しんなどの交換部品は、がずトヨストーブ純正部品（指定部品）を使用してください。 
純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない 
事故が発生ずるおそれびあります。 

#1 



mm \ 


I ご自分で部品交換される場含は、下記の I 頁目を守り、やけどやけびなどしないよラを意しておこなってください。 

① 手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってくださし、。 

② 乾電ミ也は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないように、手袋をはめてください。 

I 不完全な修理は危険でず。お買上げの販売店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講習会修了を 
(石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理巧頼されることをおずすめします。 


しんの交換のしかた 


卜3スト—ブ純正適含しん しんの交換方ミ去‘ま意内容は、 

トヨ耐熱しん第に9種1商品コード112569071耐熱しんに添付されている取 


巧説明書をお読みください C 


JIS 適合検査合格品はこのマークび 
貼ってあ D ます。マークの色彩は、 
白!也に赤インクで表示されています。 


燃焼筒の交換のしかた 


商品コ-ド…13106 I 燃規筒の巧炎筒-外炎筒などび変おした場合や、州奇(ガラス)び割れた0した場合は、 
商品〕-ド111107061お買上げの販売店、または別紙のけ客様擺總□-篇 I までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 目ページ 憎顆をを取り巧ける 1 を参照して、必ず2個とを市販の新しい乾遥池〔単一お乾電池〕に交換してください。 
•取りはずしたちい乾電池は表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、 
再利用されることをおすすめします。 


点火ヒーターの交換のしかた 


•点义ヒーターの交換をするとをは必ず、乾電池を蜜池ケースか6取りはずしてください。 
乾電池を入れたままおこないますと、やけどをずることびあります。 

適合点火ヒータ ー 「商品コード11027112 (緑バック)~ 



油タンクと電池 
ケースから乾電 
池を、取り出し 
てくださし、。 


「緊急消义ボタン」を 
巧して、消火装置を作 
動さはてから、ガード^' 

を開いて、燃焼筒を取ク 
0出して < ださい。 

「しん調節っまみ」を つ^^ 
引き抜いてください。 \ ..... 



本体の両側面と背面にある 

止めねじ （3 本）を、をに回 ；ぉ___ 

してお0はずしてくだごい。 

本体を前ちに傾けなび5、 

ゆっくりと上ちに持ち上げ Mis 

て取0はずしてください。 

点火ヒーターを巧しつけながら回してお D はずして<ださい。 
新しい点义ヒーターの己部をヒーターホルダーの 
角を通すように入れたら、巧しつけなびら回して、 
点乂 ヒーターの 凸部を、 ヒ ^ 

-•ターホルダーの溝の凹部 

にはめ化んでくださし、。ヒ-夕 

点义ヒータ—のフィラメントむニー^^^"^^ 

に、指を軸れて変おさせない 
よラに注意してくだ立い。 杆^ レソ 

1〜4の逆の手順で本体を組み巧けてから点火操作をして、 
スム~スに点义し、正常に燃焼することを確認してください。 


点乂ヒーター位置の調節のしかた 


‘点火 I 性能は点火ヒーターのフィラメントとしんの距離が！〜1.日 mm のときび最 
を点乂しやすくなります。上記 r 点乂ヒーターの交換のしかた1 の1〜4頂を参 
照して、本体を取りはずし、点火アームにある突起をラジオペンチなどで巧げ 
て距離を調節してください。 

調整後は、スムースに作動するか、確実に点火扉び閉まることを確認してく 
ださい。 （1] ぺージ参照） 


、_ 、、、"<*<"、 
点义 ヒーター 

















油タンク内の口油を巧き取る。 / 

ストーフから油タンクを取り出し、巿販の給油ポンプ(手動式）で、油夕 JJ ^ 
ンク内の好油をおさ取って < ださい。 {£ (f 

•わずかに强った灯油は、ミ由タンクに給油口□金を取り付け、油受けを本体の中か QQ 1 
ら取り出して給油□□金に巧し当て、ミをタンクを上下にゆすっておいてください 。\ う I 

油受けざら巧の灯油をおを取る。 

13ぺ-ジ 磕おトタこの交換のしかた] の1〜4項を参照して本体を取りはずし、油受けを取 


り出してから、油受けざら内のな油を市版の給油ポンプ(手動式)で抜き取ってください。 

•油タンク、油受けざらに水やごみび残ったまま保管すると、錯や巧あきの原因になり 
ます。されいな巧油ですすざ洗いをして<だごい。夕実った灯油は、布切れな户で吸い 
おって<ださし、。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器の上に正しくのはてください。 
な油を巧いた油タンクを本体にセツトしまず。 



給油ポンプ 



しんの手入れをずる。（か5焼さクリーニング） —.4 
•しんの先端び固くなつているときは、ラジオペンチな^く？ (r 
どで固い部分を輕くつぶしてか6おこなってください。 \ん 

•巧震自動消义装置び自動でセットごれないで、しんび ぶ^^%''^ 
下びってしまラ場合は、一 さ、しん 調節つまみを緊急 
消火位置(消火装置セット）（グはで回してくださし、。 

①通常の点火操作をして、正しく燃焼ごせてください。 

⑤义力び小さくなつたら、しんを一杯に上げて自然に消乂するまで燃や 
しをって < ださし、。 

電池ケースから乾電池を取りはずず。 

巧震自動消义装置を作動させる。 


-お願い- 

•しんの手入れは、風があたる塌 
巧ではおこなわないでください。 
• しんの手入れ中はにおいびしま 
すので、部屋の換気をおこなっ 
てぐださし、。 


-お願い- 

•乾電池を取り付けたまま保管ず 
ると液漏れしてストーブを腐食 

ホせス r >• わ i お h ホホ 


你宫辰期間便用し r よい場 nJ 


巧麗自動消火装置を作動ごせ、しんを下げた状態にしてください。 し 

点検、掃除をする。 

の 1 日ぺージの 橘療.手 入-巧 お UM ：] の項目にしたびって、点検、手入れ、 
③ストーブの鲁部品は、よく掃除して、いたんでいるものは新しいをの 
に交換してください。 f , 

③ストーブ本体の巧れは、めれた布でふいて落とし、乾いた巧で水気を 
取0隙いて < ださい。 

収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管してください。 ■ 

r 取扱説明書」や r 保詔書」をちれずに大切に保管してくだごい。 I 


W W ，一 W 一 一 ， A 


掃除をおこなって<ださい。 

-お願い- 

高温を湿、直射日光の当たる場 
巧には、巧营しないで<ださい。 
錯が出たり、樹脂部品が変おす 
る原因になります。 

ミ由タンクは灼油を巧き、本体に 
セットして保管してください。 


口油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにしてくださし、。 

取 D はずした乾電池は表のしてある使巧推奨期限巧は電池能力り巧爱っていれば他の製記に使用でをまずので、再利用 
されることをおずすめします。 


本へーソ L 後置 J 長 g 朋便用しなし伯口） I の1〜2頂を参照して、油タンク、油受けざら内の巧油を巧き取り、電池ヶ 
—スから乾聖池を取りはずして廃棄してください。 • 

仕様 — 


型式の呼び 
種 類 


油タンク容量 


RS - D 235 


RS - D 295 



自然通気お開放式ち油ストーブ 
しん式-放射形 


電池点火降一お乾電池 g 個 . 別冠 
商品コード] ] 027] 12 


品番1531003014 


灯ミ由 （ J に1号） 


0.219 L/h 
2.25 kW 


0.279 L/h 
2.87 kW 


3.6 L 


型式の呼び 

が形寸法 
(置台を含む） 


焼継続時 

間 

約1目.5時間 

約13時間 



RS — D 23 已 RS — D 29 已 

4 日 3 mm ___ 

_ 428 mm — 

31已 mm 

約ス吕 kg r 約 7.3 k 呂' 
普通筒しん 

トヨ耐熱しん 第129種— 
6己 mm 
2.5 mm 

_ 13己％ _ 

巧震自動消火装置(しん瞎下式） 


廃棄ずるとき 


34 5 


67 








アフターヴービス 


保言正について 


•添付しております保詔書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずのでお受け取りください。記載内容をご確認の 
ラえ大切に保管してください。 

★保話期間は、お買上げの曰より1年間です。 

/-お願い- . 

つぎのよラな原因による故障および事故につをましては、保証の対象とな0ませんのでごミ主意ください。 

(1) 変質丹油や不純灯油など、またな油な州の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品外のをのを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾輩池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗部品（乾電池、しん)の故障。 

(日）この取损説明書や、を意書、ラベル類による指示、危険-整告■注意.お願い事項び守られず、誤った使いちをされ 
た場合の故障や事故。 

•その他詳細な保証内容については、保証書の記載内容をご覽ください。 


修埋を依頼ずるとを 


•「故障 • 異常の見分けかたとの置方法」 （12 ページ）に従って、お調べ < ださい。 

直らないとをは、ご使用を中止し、おずお胃上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ（自然通気お開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び…（例） RS - D 235 ( XI ブ側面に貼ってある銘板をお読みください。） 

③お質上げ年月日 

の故障の状況（できるだけ具体的に） 

風おなまえ、おところ、聖話番号 

•修理に隙しましては、な詔書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
• 保証期間び過ぎてしでも、修理すれば使用できる場合口ま、ご希望により有料で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


補修 用 性能部品に ついて 


• 石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品です。 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか5ない場合は、お賈上げの販売店、または、をよりの L お客様ホ目談窓口一覧」（別紙参 P , 島) 
までお問い合わせくださし、。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


^ i 

型' 式 


1 

お買上げ年月日 

年月日\ 

お買上げ店名 

V 

(電話番号） （ ） 一 

. J 


株式会社 K 3 Ks 

本 社名ち屋巿瑞穂区桃園町日番] 7号 
干 467-08 己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


巧10 


LJ 巧式を巧トヨト5は巧适巧巧の一巧としてこの取の班明 S は巧ホ城を巧用しています。 




